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「東紀州の定置網漁業を考える会」

平成16年9月4日（土）に尾鷲市文化会館（せぎやまホール）にて、漁業士会の紀州地域部会と三重県定置協会の共催で、県内の定置網漁業者を対象とした勉強会、「東紀州の定置網漁業を考える会」が開催されました。基調講演では、神奈川県水産総合研究所専門研究員　石戸谷博範氏と三重県科学技術振興センター水産研究部研究員　久野正博氏からお話をいただきました。
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定置網漁業における漁具防災と活性化
神奈川県の石戸谷氏から、研究所の大型回流水槽を用いて行った、定置網漁具の模型実験の結果をわかりやすく説明していただきました。また、小田原での実際の定置被害状況や、米神漁場で実施された流況計測実験の結果を踏まえて、漁具防災について具体的に提言をいただきました。
※漁具防災・・・波や急潮による漁具の被害を避けること
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アーカイバルタグを使用したブリの標識放流について
三重県の久野研究員から、過去におけるブリの標識放流の取り組みや、アーカイバルタグを用いることによって明らかになってきた、大規模なブリ回遊生態について説明していただきました。
※アーカイバルタグ・・・データ記録式のタグのこと。魚に装着することで回遊中の水温、水深、照度が記録できる。
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質疑応答
漁業者からお二人に対して、多くの質問が出されていました。特にブリの回遊と漁海況についての漁業者の関心は高いようで、今後の黒潮流況とブリの漁獲について熱い議論が交わされていました。
